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ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
に
魅
せ
ら
れ
て

　

平
成
25
年
に
新
規
就
農
し
た
上
澤

田
敬
之
さ
ん
（
横
欠
・
28
）
は
、
鉄

骨
ハ
ウ
ス
１
棟
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
８
棟
で
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
６
千

株
（
５
～
６
月
）、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
４
万
株
（
７
～
10
月
）、
金
魚
草

２
万
株
（
11
～
２
月
）
の
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

敬
之
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
滋
賀

県
の
園
芸
専
門
学
校
で
野
菜
と
花
き

栽
培
の
基
礎
知
識
や
栽
培
技
術
を
習

得
。
土
づ
く
り
、
温
度
管
理
、
遮
光
、

わ
き
芽
か
き
、
水
や
り
の
量
や
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
生
産
者
の
実
力
に
よ
っ

て
、
出
来
栄
え
が
左
右
さ
れ
る
花
き

栽
培
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
花
き
栽

培
の
専
攻
科
に
進
ん
だ
。
将
来
を
考

え
た
時
、水
稲
10
㏊
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

20
ａ
、
野
菜
１
㏊
を
経
営
す
る
父
の

作
実
さ
ん
（
59
）
が
「
将
来
、
花
を

や
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
こ

と
も
き
っ
か
け
と
な
り
、
21
歳
で
花

き
農
家
と
な
っ
た
。

　

就
農
時
か
ら
栽
培
す
る
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
は
花
弁
の
多
い
大
輪
、
中
輪

の
品
種
が
好
き
で
、
毎
年
品
種
を
入

れ
替
え
栽
培
す
る
。
出
荷
作
業
は
家

族
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
が
、
そ
の

他
の
作
業
は
ほ
ぼ
一
人
で
行
い
、
花

の
特
長
、
成
長
に
合
わ
せ
た
水
や
り

や
温
度
管
理
を
工
夫
し
て
い
る
。
思

う
よ
う
に
茎
が
太
く
育
た
な
か
っ
た

り
、
水
や
り
の
加
減
に
よ
っ
て
茎
が

折
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
が
、
失

敗
は
次
の
栽
培
に
活
か
す
よ
う
心
が

け
て
い
る
。

　
「
忙
し
い
毎
日
だ
が
、
好
き
だ
か

ら
こ
そ
頑
張
っ
て
続
け
ら
れ
る
。﹃
花

の
勉
強
を
す
る
な
ら
岩
手
県
の
上
澤

田
さ
ん
だ
ろ
う
﹄
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
花
農
家
を
目
指
し
、
ト
ル
コ
ギ

キ
ョ
ウ
の
栽
培
を
極
め
た
い
」
と
敬

之
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
る
。

●今号の主な内容●

☆農地利用状況調査を実施 ……２
☆農業委員、農地利用最適化
　推進委員を募集 ……………３
☆農地の手続きなど ……………４
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農
業
委
員
会
で
は
、
６
月
23
日
か
ら

７
月
10
日
に
か
け
て
、
農
業
委
員
会
協

力
員（
農
事
実
行
組
合
長
）の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
に
よ
り
全
９
班
体
制
で
農

地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
内
容
は
、
町
内
す
べ
て
の
農

地
を
対
象
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
い
、

遊
休
農
地
や
遊
休
化
の
恐
れ
が
あ
る
農

地
を
重
点
的
に
確
認
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
、
申
請
ど
お
り
に
農
地
が
利
用

さ
れ
て
い
る
か
、
違
法
に
農
地
を
転
用

し
て
い
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
も
、
新
た
に
遊
休
化

や
再
生
利
用
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
農

地
が
確
認
さ
れ
た
一
方
で
、
昨
年
ま
で

遊
休
化
し
て
い
た
農
地
が
今
年
は
地
域

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
き
れ
い
に
刈

り
払
い
し
保
全
管
理
し
て
い
る
農
地
、

作
物
が
作
付
け
さ
れ
適
正
利
用
さ
れ
て

い
る
農
地
な
ど
遊
休
化
が
解
消
さ
れ
た

農
地
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
今
回
の
調
査
結

果
を
も
と
に
再
生
が
可
能
な
農
地
か
を

判
別
し
、
再
生
が
可
能
と
判
断
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
有
者
（
耕

作
者
）
に
対
し
て
今
後
農
地
を
ど
の
よ

う
に
利
用
す
る
の
か
（
①
自
ら
耕
作
す

る
、
②
農
地
中
間
管
理
事
業
を
利
用
す

る
、
③
誰
か
に
貸
し
付
け
る
等
）
利
用

意
向
調
査
を
行
い
、
地
域
の
中
心
的
担

い
手
へ
の
農
地
の
貸
付
け
等
、
農
地
の

効
率
的
な
利
用
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う

指
導
・
助
言
し
て
い
き
ま
す
。

農
地
の
適
正
な
管
理
と
有
効
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

雫
石
地
区

　

不
耕
作
地
と
な
っ
て
か
ら

３
年
以
上
経
過
し
一
面
に
雑

草
が
生
え
て
お
り
遊
休
農
地

と
し
て
毎
年
確
認
し
て
い
た

が
、
耕
作
者
が
農
地
と
し
て

再
生
し
水
稲
を
作
付
け
し
て

い
る
。

令
和
元
年（
１
号
遊
休
農
地
※
）

今
年（
耕
作
）

御
所
地
区

　

圃
場
一
面
が
柳
で
覆
わ
れ

て
お
り
再
生
困
難
な
状
況

だ
っ
た
が
、
昨
年
に
集
落
で

の
共
同
作
業
に
よ
り
再
生
。

今
年
か
ら
は
保
全
管
理
し
て

お
り
、
今
後
の
作
付
に
つ
い

て
は
集
落
内
で
検
討
中
。

令
和
元
年（
１
号
遊
休
農
地
）

今
年（
保
全
管
理
）

※ 1 号遊休農地→ 1 年以上にわたり農作物の作付けが行われておらず、今後も農地の維持管理や農作物の栽培がおこなわれる見込みがない農地

今年の調査で再生が確認された農地（一例）

農
地
利
用
状
況
調
査

　
　（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施

農
地
利
用
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
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現
農
業
委
員
お
よ
び
現
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
任
期
が
令
和
３
年
５
月
14

日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の

と
お
り
両
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

《
募
集
・
受
付
期
間
》

　
11
月
５
日
㈭
～
12
月
４
日
㈮

《
推
薦
及
び
応
募
方
法
》

　
「
個
人
推
薦
」「
団
体
推
薦
」「
自
ら
応
募
」

の
３
種
類
あ
り
ま
す
。

《
推
薦
及
び
応
募
資
格
》

◎
農
業
委
員

　
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地
等

の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項

そ
の
他
の
農
業
委
員
会
業
務
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
方

　
◎
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱

意
と
識
見
を
有
す
る
方　

（
応
募
資
格
が
な
い
方
）〈
両
委
員
共
通
〉

　

①
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受
け
て

復
権
を
得
な
い
方
、
②
禁
錮
以
上
の
刑
に

処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま

で
の
方
、
③
町
内
に
住
所
を
有
し
な
い
方

【
提
出（
郵
送
）・
問
合
せ
先
】

　
▼
雫
石
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
１
９

－

６
９
２

－

６
４
１
４

２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月
農地法第３条（農地の貸借・売買） 3 3 2 2 4 1 2
農地法第４条（農地の自己転用） 1 0 1 0 0 0 0
農地法第５条（売買・貸借による転用） 2 3 1 1 0 2 0
農用地利用集積計画（農地の貸借・売買） 2 17 30 1 0 5 0
農用地利用配分計画（農地中間管理機構と
担い手との貸借） 0 0 0 0 0 0 0

農地法適用外証明（農地ではないことの証明） 1 0 0 1 0 0 0
農地利用状況調査に係る非農地判断 0 3 0 0 0 0 0

月 葬祭費 会費、お祝い

５ 月 １件 5,000 円

【会長交際費とは】
会長が農業委員会を代表し外部との交渉、情報収集、
町政協力者への謝意を表すために係る経費で、会費や
香典などです。

農業委員会総会審議状況
（件）

情報公開
●会長交際費執行状況
   会長交際費内訳（令和２年 3 月～令和２年 8 月）

・
所
定
の
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
提
出

（
郵
送
可
）し
て
く
だ
さ
い
。

・
所
定
の
用
紙
は
、
町
役
場
の
総
合
案
内

に
備
え
付
け
る
ほ
か
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

≪農地利用最適化推進委員の担当区域≫　　　　　　　　　　　　
地　区 担　当　区　域 地　区 担　当　区　域
雫　石 林、上町一、上町二、中町一、雫石谷地、西山谷地 御　所 馬場、大村、男助

中町二、下町一、下町二、長根 鴬宿、赤滝、外桝沢、桝沢、矢用
黒沢川、元御所、東町、繋十文字 三笹、旭台、片子沢、清水沢、天戸
七ツ森、陽和郷、中沼、晴山 籬野、安庭、町場、九十九沢、矢櫃

西　山 極楽野、盆花、五区 御明神 橋場、安栖、小赤沢、山津田
六区、七区、八区 滝沢、南、天瀬、中南
野中、小松、東林崎、西林崎 天川、中島、黒沢、まがき
篠崎、上西根、八丁野、上駒木野 下春木場、上春木場、和野、上和野、上野沢
駒木野、葛根田、西根谷地 横欠、土橋、岩持、御明神谷地、下川原

農業委員 農地利用最適化推進委員
募 集 人 員 １１人 １８人　※担当区域ごとに 1 人

業 務 内 容

〇農業委員会の会議に出席し、農地の権利に係る許可等
の審議をします。

〇次の、農地等の利用の最適化の推進のための活動を行
います。
・農地の集積・集約　
・遊休農地の発生防止・解消
・新規参入の促進

　担当する区域において、次の農地等の利用の最適化
の推進のための活動を行います。
・農地の集積・集約
・遊休農地の発生防止・解消
・新規参入の促進

任 　 期 令和３年 5 月 15 日から令和６年 5 月 14 日まで 任命された日から令和６年 5 月 14 日まで

報 　 酬
年額報酬３０９，０００円のほか、農地等の利用の最適化の
推進の活動に応じ、成果報酬が支払われる場合がありま
す。

年額報酬２７９，０００円のほか、農地等の利用の最適化
の推進の活動に応じ、成果報酬が支払われる場合があ
ります。

≪募集人員・業務内容等≫

※担当区域は、農事実行組合の集落（エリア）です。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
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編

集

後

記

　

目
に
見
え
な
い
物
に
全
世
界
が

こ
れ
ほ
ど
の
影
響
を
受
け
る
と
は

思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

人
間
と
は
弱
い
も
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

（
編
集
委
員
　
一
本
木
　
孝
　
久
）

　

２
０
２
０
年
多
く
の
出
来
事
や

変
化
が
起
き
て
き
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
そ
れ
は
地
球
、

環
境
、
気
象
に
ま
で
も
感
染
し
て

し
ま
っ
た
か
の
様
で
す
。

　

も
と
の
生
活
と
い
っ
て
も
過
去

に
戻
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
生

活
ス
タ
イ
ル
の
変
革
が
要
求
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、
人
々
が
結
集

し
良
い
方
向
へ
進
む
こ
と
を
願
い

ま
す
。
こ
の
状
況
下
で
私
た
ち
農

業
者
は
、
生
き
る
た
め
の
元
気
を

与
え
る
農
産
物
を
作
り
続
け
る
こ

と
が
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。　

（
編
集
委
員
　
諏
　
訪
　
剛
　
郎
）

農業者年金  

農業者年金基金

知っ
て

得す
る！

農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金
「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！
一定の要件を満たす方には、

月額最大１万円の保険料補助
加入で大きな節税効果！

保険料は全額社会保険料控除の対象

※農業者年金の加入には、
　　「国民年金第１号被保険者であること」
　　「年間６０日以上農業に従事していること」
　　「６０才未満であること」
　の３つの要件を満たしている必要があります。
※詳しくは、雫石町農業委員会へ

（電話 019－692－6595））

ピ
ーッ！

資材置場にした

青空駐車場にした

建設残土の捨て場にした 農業用施設を建てた

　
農
地
は
大
切
な
食
糧
基
盤
で
あ
り
、

様
々
な
法
律
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
農
地
を
農
作
物
の
生
産
以
外
に
利

用
す
る
場
合
等
は
、
ま
ず
始
め
に
農
業

委
員
会
ヘ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
農
地（
田
、
畑
な
ど
）
を
転
用（
農
地

以
外
の
目
的
で
使
用
す
る
こ
と
）
し
よ

う
と
す
る
と
き
や
、
農
地
の
売
買
、
貸

し
借
り
を
行
う
と
き
に
は
、
農
地
法
に

基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
農
地
の
現
状
変
更
、
相
続
な

ど
は
農
業
委
員
会
へ
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

①
農
地
の
転
用

　

農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
許
可
が
必
要
で
す
。

　

許
可
な
く
転
用
し
た
場
合
や
、
許
可

後
に
事
業
計
画
ど
お
り
に
転
用
し
て
い

な
い
場
合
等
は
、
工
事
の
中
止
や
原
状

回
復
の
命
令
、
罰
則
の
適
用
が
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
転
用
に
係
る
計
画
が
あ
る

場
合
は
、
始
め
に
農
業
委
員
会
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

（
例
）
住
宅
・
農
業
用
施
設
な
ど
の
建
物
、

資
材
置
き
場
、
建
設
資
材
等
の
残
土
置

き
場
、
車
輌
通
行
に
よ
る
仮
設
道
路
、

駐
車
場
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

農
地
の
転
用
、
貸
借
、
現
状
変
更
な
ど
は

手
続
き
が
必
要
で
す
！

な
ど
、
農
地
以
外
の
用
地
に
転
用
し
よ

う
と
す
る
場
合

②
農
地
の
権
利
移
動

　

農
地
を
農
地
と
し
て
利
用
す
る
た
め

に
売
買
や
貸
し
借
り
な
ど
の
権
利
移
動

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
許
可
が
必
要

で
す
。

　

な
お
、
新
た
に
権
利
を
受
け
る
側
の

経
営
す
る
面
積
が
雫
石
町
の
場
合
は
10

ア
ー
ル
未
満
の
場
合
に
は
許
可
で
き
ま

せ
ん
。

③
農
地
の
現
状
変
更

　

農
地
を
農
地
と
し
て
利
用
す
る
た
め

に
、
現
状
を
改
善
し
て
作
業
効
率
を
高

め
る
目
的
で
農
地
に
手
を
加
え
る
場
合

は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

　

農
業
委
員
会
の
同
意
を
得
ず
に
現
状

変
更
を
行
っ
た
場
合
は
、
工
事
の
中
止

や
原
状
回
復
の
命
令
が
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

（
例
）
盛
土
等
を
行
い
農
地
の
改
善
を
し
た

い
、
畦
畔
を
除
去
し
広
く
し
て
耕
作
し

た
い
、
な
ど

④
農
地
の
相
続

　

相
続
な
ど
で
農
地
の
権
利
を
取
得
し

た
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
法
務

局
で
相
続
登
記
が
完
了
し
た
後
に
、
農

業
委
員
会
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

経
営
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
‼

◇
発
行
日
　
月
４
回
金
曜
日

◇
購
読
料
　
月
７
０
０
円（
送
料
・
税
込
）

◇
発
行
元
　
全
国
農
業
会
議
所

お
申
込
み
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
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